
歯科検診については、治療の必要がない人にも結果のカード

を配付して、歯の状態をお知らせしています。 

予防の基本は、ていねいな歯みがきです。特に夜は、みがき

残しがないようにしましょう。 

（歯科検診129人受診） 
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 梅雨に入る季節となり、気温の変化が激しい日が続いています。体が、環境の変化に合わせようとして、
体調を崩しやすかったり、疲れを感じやすかったりします。また、この時期は、体が暑さに慣れていないた

め、熱中症になりやすいといわれています。適度な運動で汗をかくようにしたり、水分補給をこまめに行っ

たりして、徐々に暑さに体を慣らしていきましょう。 

６月の保健目標  

歯 を 大 切 に し よ う ！ 

６月４日～１０日は、「歯と口の健康週間」 

 

           

 
 

5月の歯科検診の結果、むし歯が見つかった人は、全校で９．３％（12人）でした。 

一方、乳歯、永久歯ともにむし歯０の人は、全校で６１．２％（７９人）も見られました。 

しかし、乳歯や永久歯が、むし歯になりかけている人もいました。ていねいなブラッシングを

心がけて、むし歯を予防しましょう。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                   

 理由は、むし歯が進行しやすいのが、寝ている

間だからです。むし歯の原因となるむし歯菌は、

口の中の食べかすや糖分（お菓子に入っている砂

糖など）をエネルギーにしてむし歯菌を作ります。 

 昼間なら、だ液が食べかすや糖分を洗い流して、むし歯菌が活動

しにくいようにしてくれています。しかし、寝ている間は、だ液が

減るため、寝る前に歯をみがいていないと、食べかすや糖分が口の

中に残ったままになり、むし歯が進行してしまうのです。 
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 みなさんの口の中には、いろんな

菌（常在菌）が住んでいます。むし

歯菌のような、悪い菌もいます。 

 細菌が歯にくっ 

つくと、そこにほ 

かの細菌が集まっ 

てきて、白いネバ 

ネバの塊になりま 

す。これが歯垢です。たった１mgの

歯垢に、なんと約１～２億個も細菌

がいるとも言われています。 

 歯垢は、時間が経てば経つほど、むし歯菌や

歯周病などのトラブルを起こしやすくなりま

す。こまめに洗い落とさないと、いけません。

水に溶けず、歯にべったり 

とくっついているので、う 

がいではとれません。歯ブ 

ラシを使った歯みがきが必 

要なのは、このためです。 

みがき残しがあると、そこにまた細菌がくっ

ついてしまいます。届きにくい場所は、フロス

も使って、すみずみまでていねいな歯みがきを

しましょう。 

  

手や調理器具には、さまざま

な細菌が付着しています。 

しっかり洗い流したり、食材

ごとに調理器具を使い分け

たりしましょう。 

ほとんどの細菌は、加熱によって死滅

するので、十分な加熱をしましょう。

特に肉料理は、中心部を７５℃で１分

以上加熱することが目安です。 

細菌は、高温多湿な環境で増加します。

食べ物に付いた細菌を増やさないため

に、１０℃以下の低温で保存しましょ

う。 


